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●
ビ
キ
ニ
事
件
と
焼
津
：
封
印
と
忘
却
と

静
岡
県
焼
津
市
は
、
東
京
と
名
古
屋
の
中
間
に
あ

る
人
口
14
万
ほ
ど
の
水
産
都
市
で
あ
る
。「
ビ
キ
ニ

事
件
」
の
町
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
１
９
５
４

年
３
月
ア
メ
リ
カ
が
太
平
洋
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で

核
実
験
を
行
い
、
焼
津
漁
港
所
属
の
第
五
福
竜
丸
と

23
人
の
乗
組
員
が
被
曝
し
た
事
件
で
あ
る
。

被
曝
し
た
の
は
第
五
福
竜
丸
だ
け
で
は
な
い
。
水

爆
実
験
は
広
範
囲
に
太
平
洋
を
汚
染
さ
せ
、
漁
船
だ

け
は
な
く
、
貨
物
船
、
捕
鯨
船
、
外
国
籍
の
船
を
含

め
て
１
０
０
隻
以
上
が
被
曝
し
た
が
、
そ
の
実
態
は

ま
だ
十
分
に
分
か
っ
て
い
な
い
。
当
時
の
政
府
は
、

対
米
従
属
関
係
を
重
視
し
（
現
在
も
そ
う
だ
が
）、
事

件
を
封
印
し
、
真
相
の
大
部
分
は
闇
に
隠
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
し
て
多
く
の
事
実
が
忘
れ
去
ら
れ
た
。

ビ
キ
ニ
事
件
は
平
和
運
動
の
出
発
点
と
な
っ
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
第
五
福
竜
丸
被
曝
の
衝
撃

か
ら
東
京
杉
並
の
母
親
た
ち
が
署
名
活
動
を
開
始
し
、

ま
た
た
く
ま
に
全
国
に
、
そ
し
て
世
界
に
広
ま
り
、

翌
年
、
広
島
で
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
を
実
現
さ
せ

た
。
大
会
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。（
焼
津
市
で
も

合
併
前
の
大
井
川
地
区
・
吉
永
村
で
「
村
民
の
声
」
署
名
活

動
が
行
わ
れ
た
）。

し
か
し
、
そ
の
後
、
冷
戦
期
の
東
西
対
立
が
運
動

に
影
響
し
、
平
和
団
体
の
原
水
協
は
分
裂
し
、
一
緒

に
活
動
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
再
分
裂
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
分
裂
が
決
定
的
に
な
っ
た
場
所
も
焼

津
で
あ
っ
た
。
１
９
６
４
年
の
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー

で
原
水
協
と
原
水
禁
が
衝
突
し
、
町
の
市
民
団
体
は

す
べ
て
身
を
引
い
た
。
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
は
今
も
続
い

て
お
り
、
市
民
の
多
く
は
無
関
心
を
装
っ
て
い
る
。

●
新
し
い
市
民
運
動
の
模
索

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
し
て
始
ま
っ

た
の
が
私
た
ち
の
運
動
で
あ
る
。
１
９
９
２
年
首
都

圏
か
ら
焼
津
市
に
移
り
住
ん
だ
私
は
、
10
年
後
の

２
０
０
１
年
に
市
民
講
座
［
や
い
づ
平
和
学
］
を

開
き
、
地
元
の
静
岡
福
祉
大
学
や
公
民
館
、
港
の

集
会
場
な
ど
を
使
っ
て
勉
強
会
を
行
っ
た
。
現
在

ま
で
70
回
に
な
る
が
、
そ
の
受
講
生
メ
ン
バ
ー
か

ら
１
９
９
３
年
に
市
民
活
動
が
提
案
さ
れ
て
「
ビ

キ
ニ
市
民
ネ
ッ
ト
焼
津
」
が
生
ま
れ
た
。
最
初
は

１
９
９
４
年
の
ビ
キ
ニ
事
件
50
年
に
対
応
し
た
活
動

だ
っ
た
。
既
存
の
政
党
や
政
治
団
体
と
は
距
離
を
置

き
、
個
人
資
格
で
参
加
し
、
出
入
り
自
由
が
特
徴
で

あ
る
。
地
元
の
『
静
岡
新
聞
』
も
後
押
し
し
て
く
れ

た
。
最
初
は
、
ま
だ
生
存
し
て
い
る
当
時
の
乗
組
員

や
関
係
者
た
ち
の
聞
き
取
り
が
中
心
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
運
動
の
方
向
を
ナ
ガ
サ
キ
や
ヒ
ロ
シ
マ
と
結
び

つ
け
て
い
っ
た
。
徹
底
し
て
地
域
を
掘
り
下
げ
る
運

動
に
こ
だ
わ
り
、
３
月
、
８
月
、
11
月
に
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
を
地
元
で
組
織
し
、
焼
津
市
主
催
の
地
域
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
春
の
港
祭
り
や
秋
の
オ
ー
タ
ム
フ
ェ

ス
ト
に
毎
年
参
加
し
た
。
そ
し
て
第
五
福
竜
丸
と
い

う
平
和
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
す
る
町
お
こ
し
を
他
の
団

体
と
と
も
に
始
め
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
「
焼
津
流

平
和
の
作
り
方
」
と
名
づ
け
た
。

と
り
壊
さ
れ
た
内
港
（
旧
港
）
の
跡
地
や
近
く
の

集
会
場
を
拠
点
に
し
て
音
楽
会
、
ラ
イ
ブ
、
ア
ー
ト

展
、
講
演
会
、
映
画
会
、
原
爆
・
原
発
写
真
展
な
ど

を
行
な
っ
て
き
た
。
行
政
に
対
し
て
は
、
焼
津
平
和

賞
を
提
唱
し
た
。
２
０
０
８
年
12
月
の
焼
津
市
長
選

に
際
し
て
出
し
た
も
の
で
、
戦
後
初
め
て
無
所
属
・

市
民
派
の
市
長
を
当
選
さ
せ
た
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
県

会
議
員
や
市
会
議
員
も
生
ま
れ
た
。
中
央
で
政
権
交

代
が
実
現
し
た
の
は
、
翌
年
の
９
月
で
あ
る
。

●
３
・
11
の
衝
撃
と
脱
原
発
運
動

２
０
１
１
年
３
月
の
大
地
震
・
津
波
と
原
発
事
故

は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
た
ビ
キ
ニ
事
件
の
封
印

を
解
い
た
。
原
発
事
故
は
、
ビ
キ
ニ
事
件
の
見
直
し

を
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
多
く
の
問
題
が
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
次
の
２
点
を
挙
げ
る
。

第
一
に
第
五
福
竜
丸
事
件
の
新
た
な
立
ち
位
置
の

問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
第
五
福
竜
丸
と
乗
組
員

は
核
被
害
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、

地
域
で
は
加
害
者
で
あ
る
。
マ
グ
ロ
パ
ニ
ッ
ク
が
起

こ
り
、
風
評
被
害
に
よ
り
、
地
域
の
水
産
加
工
業
が

致
命
的
な
損
害
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ア

焼
津
流
平
和
の
作
り
方

加
藤
一
夫

運 動 の
現場から
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メ
リ
カ
政
府
が
提
示
し
た
見
舞
金
や
補
償
金
に
よ
り
、

魚
の
町
は
分
断
さ
れ
、
差
別
も
発
生
し
た
。
し
か
し
、

当
時
の
平
和
運
動
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
崩
壊
や
分

断
・
差
別
に
注
目
し
な
か
っ
た
。
地
域
の
被
曝
状
況

や
そ
の
影
響
に
も
注
意
を
向
け
な
か
っ
た
。
ヒ
バ
ク

シ
ャ
の
み
に
焦
点
を
当
て
た
運
動
だ
っ
た
。
こ
の
問

題
は
、
フ
ク
シ
マ
の
今
後
起
こ
り
う
る
地
域
分
断
・

差
別
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
封
印
さ
れ
た
事
件
の
裏
で
原
子
力
の
平

和
利
用
が
進
め
ら
れ
、
原
発
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
が
こ
の
事
件
を
機
に
始
ま
っ
た
（
潜
在
的
な
核
武

装
を
準
備
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
）。
１
９
５
４
年
３
月
、

ビ
キ
ニ
事
件
発
生
の
翌
日
に
原
子
力
開
発
に
関
す
る

中
曽
根
予
算
が
可
決
さ
れ
、
以
後
、
70
年
代
か
ら
は

原
発
３
法
な
ど
で
交
付
金
に
よ
る
地
域
開
発
が
進
め

ら
れ
原
発
は
国
策
と
な
り
、
現
在
ま
で
54
基
が
日
本

列
島
に
作
ら
れ
た
。
ビ
キ
ニ
事
件
は
そ
の
踏
み
台
と

な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
ビ
キ
ニ
事
件
は
３
・
11
フ
ク

シ
マ
の
原
点
の
位
置
に
あ
る
。

焼
津
市
は
、
東
海
地
震
震
源
地
の
真
上
に
あ
る
浜

岡
原
発
か
ら
30
キ
ロ
圏
内
に
あ
る
。
私
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
に
は
環
境
派
メ
ン
バ
ー
が
多
く
以
前
か
ら
原

発
に
は
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
２
０
１
１
年
７
月
に

「
く
ろ
し
お
ネ
ッ
ト
は
ま
お
か
」
が
結
成
さ
れ
、
私

た
ち
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
も
そ
れ
に
参
加
し
た
。
そ

し
て
全
国
的
な
反
・
脱
原
発
の
う
ね
り
の
な
か
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。東
京
で
の
集
会・

デ
モ
、
静
岡
市
で
の
パ
レ
ー
ド
（
デ
モ
）
や
、
脱
原

発
運
動
に
関
す
る
講
演
会
や
勉
強
会
、
放
射
線
講
演

会
、
写
真
展
、
有
機
農
家
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
な
ど
、

そ
の
輪
は
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

昨
年
７
月
に
は
静
岡
県
で
は
市
民
に
よ
る
原
発
県

民
投
票
が
提
起
さ
れ
、
私
自
身
も
何
人
か
の
県
会
議

員
の
説
得
に
あ
た
っ
た
が
、
結
局
、
10
月
に
県
議
会

で
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
ビ
キ
ニ
市
民
ネ
ッ
ト
焼
津
」
の
活
動
も
、
い
ま

や
地
域
の
様
々
な
運
動
に
溶
け
込
み
一
緒
に
な
っ
て

何
で
も
や
っ
て
い
る
た
め
運
動
の
境
界
線
が
曖
昧
に

な
っ
て
い
る
が
、
２
０
１
４
年
の
ビ
キ
ニ
事
件
60
年

を
目
指
し
て
「
60
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
昨
年
８
月

か
ら
始
め
て
い
る
。

昨
年
12
月
16
日
の
衆
議
院
選
挙
は
、
自
民
党
の
圧

勝
で
終
わ
っ
た
。
焼
津
市
で
も
11
月
の
市
長
選
挙
で

市
民
派
市
長
が
大
敗
し
、
ま
た
自
民
党
の
市
長
が
生

ま
れ
た
。

な
ぜ
反
・
原
発
運
動
が
選
挙
結
果
に
結
び
つ
か
な

か
っ
た
の
か
。
歴
史
を
逆
戻
り
さ
せ
る
政
府
に
対
抗

す
る
に
は
対
抗
勢
力
の
緩
や
か
な
結
集
が
大
切
な
の

だ
が
、
ど
う
も
左
側
の
人
び
と
は
、「
正
し
い
運
動
」

に
固
執
し
て
い
て
自
己
反
省
が
弱
い
。
い
ま
だ
冷
戦

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
残
っ
て
い
て
、
リ
ベ
ラ
ル
を
含
む

大
同
団
結
の
戦
略
が
な
い
。
原
発
反
対
運
動
も
、
単

に
反
対
す
る
だ
け
で
は
地
域
で
は
弱
い
。
私
た
ち
の

周
辺
で
は
中
部
電
力
の
原
発
で
働
い
て
い
る
人
や
、

下
請
け
労
働
者
、
設
備
・
部
品
の
企
業
関
係
者
も
多

い
。
具
体
的
に
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
方

向
性
を
提
示
し
な
い
と
説
得
力
が
な
い
。
地
域
生
活

圏
の
運
動
は
、
首
都
圏
の
活
動
と
は
か
な
り
性
格
が

違
う
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
か
と
う
・
か
ず
お
／
ビ
キ
ニ
市
民
ネ
ッ
ト
焼
津
代
表
）

こ
の
間
の
運
動
に
つ
い
て
は
、『
焼
津
流
平
和
の
作
り
方
「
ビ
キ
ニ

事
件
50
年
」
を
こ
え
て
』（
２
０
０
７
年
）、『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ・ビ
キ
ニ
を
む
す
ぶ　

焼
津
流
平
和
の
作
り
方（
Ⅱ
）』（
２
０
１
２

年
）、
い
ず
れ
も
社
会
評
論
社
。
ま
た
、
そ
の
間
の
私
自
身
の
総

括
は
『
や
い
づ
平
和
学
入
門　

ビ
キ
ニ
事
件
と
第
五
福
竜
丸
』

（
２
０
１
２
年
）
論
創
社
に
ま
と
め
て
あ
る
。

福
島
の
女
た
ち
に
感
銘
を
与
え
た

「
グ
リ
ー
ナ
ム
の
女
た
ち
」

黒
田
節
子

運 動 の
現場から

２
０
１
３
年
１
月
６
日
（
日
）
経
産
省
前
の
女
テ

ン
ト
で
シ
ネ
マ
デ
テ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。（
女
テ
ン

ト
は
建
て
ら
れ
た
順
番
か
ら
「
第
二
テ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
が
、私
は
ボ
ー
ボ
ワ
ー
ル
の
「
第
二
の
性
」

を
連
想
す
る
の
で
あ
え
て
そ
れ
は
使
わ
ず
、「
女
た
ち
の
テ

ン
ト
」
と
言
っ
て
い
る
）。
さ
て
、
今
回
の
映
画
は
「
グ

リ
ー
ナ
ム
の
女
た
ち
」
だ
。
グ
リ
ー
ナ
ム
へ
も
実
際

に
出
向
き
、
こ
の
映
画
を
日
本
に
紹
介
し
た
近
藤
和

子
さ
ん
と
は
20
年
以
上
も
前
に
出
会
っ
て
い
て
、
こ

の
３
・
11
を
機
に
再
会
し
て
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に


